
2024年12月4日

救急外来を受診された患者さんへ

｢救急外来における薬剤師の業務形態に応じた薬剤師業務

とその有用性に関する研究」

ヘの協力のお願い

薬剤部では、下記のような診療を受けた患者さんの情報を用いた研究を行います。皆様
のご理解とご協力をお願い申し上げます。

研究の対象:2025年1月1日～2025年2月28日の間に、救急外来を受診された方
研究期間：研究機関の長の研究実施許可日～2026年3月31日

研究目的。利用方法：

昨今､老若男女の多種多様な患者が搬送される救急外来では、適正な診断と治療へ繋

げるための迅速かつ高度な薬学的管理が重要となります。そのため薬剤師が救急外来に

介入する事が急務となりますが、各施設において救急外来への薬剤師の介入状況は様々

であり、配置・関与は増加しつつあるものの十分ではない現状があります。この度、全

国の多施設と共同で救急外来における薬剤師業務体制の臨床への影響や薬剤師業務の有

用性を明らかにする研究を実施します。なお、得られた情報は研究責任者が責任を持っ
て保管、管理します。

研究に用いる情報の項目： これらはすべて日常診療で実施される項目です。
・施設番号

･年齢

・搬送理由（疾患名）

・薬剤師業務時間

・薬剤の準備、調製の実施の有無（実施項目:t-PA、抗凝固薬拮抗薬9中和薬（薬品

名） 、中毒拮抗薬・解毒薬（薬品名） 、気管挿管時に使用する医薬品、輸液､抗菌
薬、その他（薬品名）

・患者情報の収集と評価の実施の有無（実施項目：薬歴の確認、OTC･サプリメント等

の把握、服薬状況の把握、副作用・アレルギー歴の確認、未内服・過少内服の情報

提供（薬品名） 、過量内服の情報提供（薬品名） 、副作用発現に関する情報提供、持

参薬の中止の提案(薬品名） 、服用中薬剤・ OTC･サプリメント等の中止の提案(内
容） 、お薬手帳、紹介状内容と実際の聞き取り内容との相違の有無

・中毒に関する情報提供と分析の実施の有無（実施項目：原因物質の特定に関する情

報提供（中毒物質、原因物質の特性に関する情報提供（解毒、拮抗薬、致死量、半減

期など） 、原因物質の解毒薬。拮抗薬、処置（腎代替療法等）の提案、原因物質の血








